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  One hundred and thirty-two patients with renal cell carcinoma, treated by the TEKK Group, during 
the period from 1962 to 1983 were clinically reviewed. The patients ranged in age from 13 to 77 years 
with a mean age of 57.3 years, and were 89 men and 44 women, with a sex ratio of 2.07 to 1. The most 
common symptom was hematuria  (55.4%), followed by palpable mass (19.2%), pain (13.8%) and fever 
(6.9%). The distant metastasis was observed in26 patients (19.7%), mostly in the lung (54%) and the 
bone (19%). Overall estimated survival rates at 1,3 and 5 year were 83.0%, 58.2% and 56.9% re-
spectively. 
   The prognosis of the patients with renal cell carcinoma was dependent upon affected site, age, 
ESR, CRP,  a2-globulin and distant metastasis. 









1963年1月よ り1984年2月に い た る徳 島大 学 お よび
そ の関 連 病 院(TEKKグ ル ー プ)に お い て手 術 が お
こ なわ れ た132例 の 腎細 胞 癌 患 者 を 対 象 と した。 生 存
算 出率 と し て,1963年のintemationalsymposium
onendrcsultsofcancertherapyにて発 表 され,
栗 原 ら2)によ り本邦 に 紹 介 され た 方 法 に基 づ い た.統
*TEKKグループ
徳島県立中央病院 炭 谷 晴 雄
徳島市民病院 滝 川 浩
国立善通寺病院 湯 浅 健 司
坂出回生病院 横 田 武 彦
四国がんセンター 宇 山 健
高知赤十字病院 沼 田 明
阿南医師会中央病院 小 川 功
高松赤十字病院 今 川 章 夫
高松市民病院 金 川 征 史 郎
屋島総合病院 福 川 徳 三
高知市民病院 多 田 羅 潔
高須クリニック 寺 尾 尚 民
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計 学 的 有 意 差 はX2検 定 に よ った.男 性89例 ・女性44
例 で男 女比 は2。07=1であ り,男 性 に 多か った.発 生
年 齢 は50歳代36例(27.3%)・60歳代45例(34・1%)
と50～70歳代 で全 体 の61.4%を占 め て い た.最 若 年 者
は13歳男 性,最 年長 者 は77歳男 性 で あ り,平 均 年 齢 は
57・3歳で あ った(Fig.1).患側 に 関 して は,左 側73
例 ・右 側59例 と左右 比1.24:1と 左 側 に 多 くみ られ
た.












られた症例1例 ・結腸1例 ・精索1例 であった(Ta-
ble2).
予 後
1)132例全 体 の生 存 率
1年 ・3年 ・5年 相 対 生 存 率 は84.3%-61.3%-
63.3%であ った.予 後 不 良 の 症 例 は 術 後3年 以 内 の死
亡 者 が ほ とん どを 占 め てお り,そ の 後 は 漸 減 して いた
(Table3).
2)性 別 に よる 生存 率
男 性89例の1年 ・3年 ・5年 相 対 生 存 率 は850%-
65.4%・68.6%,女性43例で は85.7%・73.6%・77.1
%で あ り,女 性 の予 後 が 良 好 であ った(p<0.1)(Ta-
ble4).
3)患 側 別 に よ る生存 率
左 側69例の1年 ・3年 ・5年 相対 生存 率 は77.7%・
66.4%・657%,右側59例で は95.7%・81.6%・88.2
%で あ り,右 側 の 予 後 が 良 好 で あ った(p〈0.02)
(Table5).











年 齢 ・性 別 分 布
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TableI.初発 症 状 Tablc2.転移 部 位
血 尿72(55.4%)
腹 部 腫 瘤25(19.2%)
腰 腹 部 痛18(13.8%)
発 熱9(6.9%)
体 重 減 少3(2.3%)
転移巣の生検3(2.3%)
尿 失 禁
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死亡数 観察途中 生 存率
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B.Hb工2g/d1以上 の 症 例に おけ る生存 率

































50歳未 満26例の1年 ・3年 ・5年 相 対 生存 率 は88.1
%・94.6%・96.7%,50歳以上106例で は85.1%・65.5
%・66.7%であ り,50歳以 上 では 予 後 不良 で あ り,有
意 差 を認 めた(P<0.01)(Table6).
5)血 色 素 量 に よる 生存 率
Hbl29/dl未満34例の1年 ・3年 ・5年 相 対 生 存
率 は76.1%・61.6%・53.4%,Hb129/dl以上55例
では,89.7%・69.O%・72.3%であ り,Hb12g/dl
以 上 が予 後 良 好 であ った(p<0.1)(Table7).
6)末 梢 白血 球 数 に よる生 存 率
末梢 白血 球 減 少群(5,000/mm3以下)13例 の1年 ・
3年 ・5年 相 対 生存 率 は76.O%・65.4%・67.9%,末
梢 白血 球 数 正 常 群(5,000～8,000/mm3)54例では97.9
%・73.2%・68.o%,末梢 白血 球 数 増 多 群(8,000/mm3
以 上)で は72.1%o・63.9%・67.1%とほ とん ど予 後 に
は 差 を認 め なか った(Table8).
7)赤 沈 に よ る生存 率
赤沈1時 間値30mm以 上 の 充進 群51例の1年 ・3
年 ・5年 相 対 生存 率 は80.6%・53・6%・56.4%,30
mm以 下 の正 常 群54例で は83.6%・74.0%・76.9%
と元進 群 では 予 後不 良 で あ り,有 意 差 を 認 め た(p<
0.01)(Table9).
8)CRPに よ る生存 率
CRP陽 性 群61例の1年 ・3年 ・5年 相対 生存 率 は
75.4%。55.7%・58.2%,GRP陰性 群56例では99.9
%・89.3%・95.7%であ り,CRP陽 性 群 の予 後 は 不
良 で あ り,有 意 差 を認 めた(pく0.OI)(TablelO).
9)α2-globulinによる生 存 率
10劣以 上 の α2-globulin充進 群52例の1年 ・3年 ・
5年 相 対 生 存 率 は81.2%・53.1%・55.7%,α2-glo-
bulin]O%以下 の正 常 群44例で は84.2%・84.7%a・
85.7%と充進 群 の予 後 は不 良 であ り,有 意 差 を認 め た
(p<0.01)(TableI1).
10)遠隔 転 移 の 有無 に よる生 存 率
遠 隔 転 移 の な い 症例106例 の1年 ・3年 ・5年 相 対
生 存 率 は91.4%・81.2%・82.1%,遠隔 転移 の あ る症
例26例では55.5%・18.2%・19.3%と遠 隔 転移 の あ る
症 例 の予 後 は 不 良 で あ り有 意 差 を認 め た(pく0.01).
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2:1であ るが,5:1に 達 す る とい う報 告 もあ る5・7・9"'11).
わ れ わ れ の 症例 に お い て も2.07;1であ った.
臨 床 症 状 で は血 尿 が55.4%と一 番 多 く,都 田 ら3)・
松 田 ら12)も70%・74.6%と過 半 数 以 上 が血 尿 で あ った
こ とを 報告 して い る.つ い で腹 部 腫 瘤19.2%・腰 腹 部
痛13.8%と いわ ゆ る三 大 症 状 が ほ とん どを 占め て い
た.尿 路 外 症 状 と して は,発 熱 ◎9%・ 体 重減 少2.3%
・転 移 巣 の生 検 に よる もの2.3%・ 尿 失禁 精 査 中 に 発
見 され た 症 例 も1例 あ った.他 の 報告 者 に お い て も腎
細 胞 癌 は 腫瘍 そ の も のに よ る症 状 以外 の症 状 を 呈す る
こ とが 多 く,注 意 が 必 要 で あ る.
腎 細 胞 癌 は 転移 が よ く起 こ る 腫甥 で あ り,Bcnn・
ingsら13)によれ ば剖 検 時95%転 移 が み られ ,初 診 時
の転 移 は本 邦 では12～30%であ り3・14・15),われ わ れ の
症 例に お い て も19.7%にみ られ た.転 移 部 位 と して は
わ れ わ れ の症 例 と同様 に 肺 が 一 番 多 く,他 では 骨 ・皮
膚 ・腸 が 報告 さ れ て い る3・5・16・17).なお,わ れ わ れ の
症 例に お い て精 索 へ の転 移 が1例 あ った.
腎細 胞 癌 患 者 の予 後 に 影 響 す る因 子 に つ い て は 多数
の 検討 が され て い る.臨 床 的 因 子 では,腫 瘍 の 大 き
さ1。・エS,19)・Pt量3・5・IS)・部 位3・1。)・赤 沈3・5・1'・19・2。)・
Hb3・6・lt)。CRP3・zs)・血 清 蛋 白分 画s・10・20)・白血 球 数5)
・性 別3)・年 齢 別3・5・18)・患 側 別3)・来 院 ま で の期 間3・11)
・発 熱 の 有 無3・11・20)・治 療 法3・5・6・18)・術 式9・18)・
StageS・4・10・19》な どに っ い て 検 討 され て い る.
一 般 に 腎 細 胞 癌患 者 の予 後 は不 良 で あ り,本 邦 に お
け る腎 細 胞癌 患 者 の5年 生 存 率 は,柿 崎 ら25.9%・土
田 ら30%・佐 藤 ら37・2%・宮 川 ら42.1%・南 ら46.7%
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TablcII.A.α2-globulin10%以上 の 症例 に おけ る生 存 率
























B.α2-globullnlO%末満 の症 例 に おけ る生存 率






















Tablc12.A.遠隔 転移 の ない 症 例 に お け る生 存 率






































































































あ る と報 告 して い る.
α2-globulinも予 後 に 影 響す る こ とが 報 告 され て
お り3・20),われ れ も同様 の結 果 であ った.
さ らにVicker3e)はα2-globulinの亜 分 画 で あ る
haptoglobulin上昇 が 一層 の 関連 が あ る こ とを 報 告
して お り,本 邦 に お い て も佐 々木 ら29)が病 態 ・術 前 の
staging・予 後 を 判 定 し転 移 の発 見 な どに 実 際 的 価 値
を 有 して い る と述 べ て い る.
遠 隔 転 移 の 予 後不 良 は 諸 家 の一 致 す る と ころ3・ll・16)
で,5年 生存 率O%と い う報 告4・26)もあ り,わ れ わ れ
の症 例 に お い て も5年 以 上 生 存 した 症例 は1例 のみ で
あ った 。
結 語
過 去21年間TEKKグ ル ー プに お いて 腎摘 出術 が
お こ なわ れ 組 織 学 的 に確 認 され た132例 の 腎細 胞 癌 に
つ い て臨 床 的 検 討 を お こ な った.
1)男 女 比 は2.071,発 症 年 齢 は50歳 ～70歳 が
6L4%を 占 め て お り,平 均 年 齢 は57.3歳で あ った.患
側 は 左 側73例,右 側59例と,左 側 が 多か っ た.
2)症 状 は血 尿55.4%・腹 部 腫瘤19。2%・腰 腹 部 痛
13.8%・発 熱6.9%が主 な もの で あ った.
3)遠 隔転 移 は19.7%にみ られ,肺(54%)・ 骨
(19%)が多 か った.
4)132例全 体 の予 後 は1年 ・3年 ・5年 相 対(実
測)生 存 率 は84.3%(83%)・61.3%(58.2%)・
63.3%(56.9%)であ った.
5)臨 床 的 に 予 後 を 悪 くす る因子 とし ては,左 側 ・
50歳以 上 ・赤 沈 の充 進 ・CRP陽 性 ・α2-globulinの
高 値 ・遠 隔転 移 が 考 え られ た.
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